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伝送主基板

● 仕様

※DC24V用は末尾に-2が付きます。

電源電圧

消費電流

クロック周波数

クロック数

600～900mA（突入電流1A）

約512Hz

256（128・64）

DC24V 1A接点定格

DC12V専用もしくはDC24V専用 ※

内部出力点数 16点～40点（外部に256点まで増設可）

● 特徴

・伝送用電源PU01に増設用8点入力基板を増設したものです。

・サブユニット間の通信を可能にし、1部の信号をこのユニットで出力できます。

・PU□□RYはサブユニットからの入力信号を受けてリレー出力することができます。

１モジュール ー

２モジュール ＰＵ１６ＲＹ

３モジュール ＰＵ２４ＲＹ

４モジュール ＰＵ３２ＲＹ

５モジュール ＰＵ４０ＲＹ

モジュールNO. 型　　番

モジュール構成

メインユニット

多点出力付
PU16RY（16点リレー出力付）
PU24RY（24点リレー出力付）
PU32RY（32点リレー出力付）
PU40RY（40点リレー出力付き）

8点入力ユ ニッ ト

1点入力ユ ニッ ト

1点入力ユ ニッ ト 1点出力ユ ニッ ト

接点入力

接点入力

接点入力

接点入力

250

80

300

270

220

ｼﾞｬﾝﾊﾟｰによる
ﾓｰﾄﾞの切替方法

メインﾓｰﾄﾞ
(伝送親局)

サブﾓｰﾄﾞ
(伝送子局)

メ イ ン モ ー ド 　 伝送ｸﾛｯｸ出力あ り 。
　　　　　　　　　シ ス テ ム 1ライ ン に 必ず 1台必要です 。2台目以降は 全て
　　　　　　　　　サ ブ モ ー ド と し て使用し ま す 。
サ ブ モ ー ド 　　伝送ｸﾛｯｸな し 。
　　　　　　　　　多点I/O の 伝送I/Fと し て使用す る 場合に 設定し ま す 。
※メ イ ン モ ー ド に 設定し た伝送主基板を 同一伝送ライ ン 上に
　 2台以上接続し ま す と 伝送ｸﾛｯｸが 当たって故障の 原因と な り ま す 。

ジ ャン パ に よ り 伝送主基板の モ ー ド の 切替え が でき ま す

設定方法
出力の設定は設定したい最後尾
のｱﾄﾞﾚｽになるようにSW2の重み
を合計します。

アドレスは連続したアドレスに
なります。
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SWNo
1
2
3
4
5
6
7
8

2進数
1
2
4
8
16
32
64

128

※ア ド レ ス 設定表を 参照し てく ださ い 。

出力設定SW

増設基板用出力ア ド レ ス 設定
伝送メイン基板の放熱ﾌｨﾝの
下にあるﾃﾞｨｯﾌﾟSWで設定
します。それぞれのSWに
下記の2進数が割付けて
あります。CK … 正常動作時点滅

DT … デ ー タ 入力時点滅
　　　 デ ー タ 入力が 多い ほ ど
　　　 明る く 点滅

※12Vor24V
0V

伝送ﾗｲﾝL+
伝送ﾗｲﾝL-

※ﾘﾚｰ出力基板の 電圧に
よ ってき ま り ま す 。

伝送ライ ン シ ョー ト時に
ヒ ュー ズ が 切れ ま す 。
切れ た時は 配線方法等を
確認し た上で交換し てく ださ い 。
（ﾐｾ ｯ゙ﾄ 0.5A）
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リ レ ー 出力

電源+
電源-

Ｌ+
Ｌ-

配線方法・分岐は 自由です 。極性の み
お 気を つ け く ださ い 。

● ユニット説明

● 接続方法

tkSK-007
Ver-3.8

(関連入出力機器）

※　ア ド レ ス
時分割多重伝送の 時間的な 位置の 事で、その 位置
に 接点信号の O N/O FF状態が 入り ま す 。通常この ア
ド レ ス は 256あ り この ア ド レ ス ＝接点信号の I/O 番号
と な り ま す 。
　

※

1点入力ユ ニッ ト

例　
17～ 24に 設定す る 場合・・・最後尾
は 24です の で、2進数の 合計が 24
に な る よ う に 設定し ま す 。
S W 4,5を O N。

ＰＵ３２ＲＹ

（例）PU32RY


